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†2023年度修了（人間発達科学プログラム）

1. 問題の所在

1.1  全体の構成
日本が働き方改革に取り組む最大の理由として，労働力

不足が持続的な成長に影響を及ぼすほど深刻になってきて
いること（例えば村田，2017）等が挙げられる。また，日
本の長時間労働の慣習は，少子化にも影響を及ぼし，2020
年の国勢調査をもとにした50歳時の未婚割合は男性が
28.25％，女性が17.81％と過去最高になった（国立社会保
障・人口問題研究所，2022）[1]。近年，日本における長時
間労働の結果としての過労死やうつ病が問題となっている
ことが知られている（たとえば寶珠山，2003）。よって，
長時間労働の是正は喫緊の課題の一つである。

日本の教員[2]の多忙については，2014年6月に，第２回
OECD国 際 教 員 指 導 環 境 調 査（TALIS：Teaching and 
Learning International Survey）の結果が公表され，日本
の中学校教員における週あたりの平均労働時間が参加国・
地域の中で最長で，他国に比べて事務処理などの授業以外
の業務に費やす時間が長いということが分かった（松原，
2014）。教員の多忙は，様々な面に対して影響を及ぼす。
例えば，教員個人への影響としては，多忙感や不適応感，
心身の不調，燃え尽き症状，退職や自殺などのストレス反
応と関係している（高木・北神，2016）。また，行政的な
影響としては，教員が心身等の不調から長期にわたる病気
休暇を取得したり，任命権者によって休職が発令されたり
する場合，代替となる教員の手配が必要となる。文部科学
省（2022a）によれば，小・中学校の教員不足の人数は
2000人を超えている。さらに，公立学校教員採用試験の
競争率が低下しており（文部科学省，2022b），その要因
は学校現場に対する「ブラック」なイメージが広まり大学
生が教職を敬遠する傾向にあると考えられている（川崎，
2019）。

また，教員の多忙は児童生徒への指導や教員の業務に対

する向き合い方に対する影響の一つとして，「子ども理解」
への不安を増長する可能性や（片山，2019），授業準備に
時間が掛けられない焦燥感の存在（平尾，2020）が指摘さ
れている。教員の抱える不安やストレスは適切ではない指
導を誘発し（秦，2002），教員の多忙が児童生徒にネガテ
ィブな影響を与えるであろうことは，想像に難くない。こ
れらのことから，教員の多忙は喫緊の解決すべき課題であ
る。

1.2  先行研究レビューと課題設定
近年の教員の多忙に関する調査・研究は，「教員は多忙

である（もしくは多忙化した）」という事実は示されたも
のの，反面で「なぜ多忙化したか」「どうすると解決する
か」といった分析は，十分な進捗をみてはいない（川上，
2019）。

奈須・逸見（2012）は，学校が多忙化する原因として，
教育活動そのものが定量化できず，教員が「善い」と思う
教育活動に際限なく取り組む「ポジティブリスト」の習性
を指摘している。大内（2021）は，「子どものために」と
いう献身性を際限なく発揮することが「あるべき教員像」
として価値をもてば，労働時間内に仕事を終わらせようと
する意識はかき消されていくと指摘している。ただ，そう
いった働き方の前提にあたる教員の業務の特質のどの部分
が，どのように働き方改革の進行を妨げているのかは，追
究されていない。

教員の業務はどのような特質があるか。その特質の一つ
として，感情労働であるということが挙げられる（たとえ
ば油布，2007）。感情労働とは，人と接する職業におい
て，職務に応じた適切な感情を表出・保持するために，自
らの感情を管理することである（Hochschild, 1983）。秋
田・佐藤（2006）は教員の業務の「無境界性」と感情労
働との結びつきを指摘し，また油布（2007）は，「献身
的」な教員像により「思いやり疲労」に陥る可能性がある
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ことを指摘している。しかし，伊佐（2009）は，これら
の研究が具体的なデータの検討を通して感情労働の負の側
面について論じているわけではないため，今一度，その内
実を検討する必要性について論じている。つまり，教員が
業務に対してどのような感情や意識をもっているかを検討
する必要がある。

よって，本研究が着目するのは，2019年1月に中央教育
審議会が答申した「新しい時代の教育に向けた持続可能な
学校指導・運営体制のための学校における働き方改革に関
する総合的な方策について」の中の第３章「５．教職員一
人一人の働き方に関する意識改革」に着目する。なぜなら
ば，労働時間は労働者の意識によって左右されるからであ
る。佐藤（2008）は，仕事の管理様式，管理者の行動と
意識，社員の行動と意識などの変数から影響を受けている
ことが明らかにしている。

教員の働き方に関する意識は様々であり（たとえば浦
川，2018），どのような意識が教員の働き方と関連してい
るのか。人のものの見方や行為の背後にある多様な主観的
立場と社会的背景といった視点の多様性を考慮に入れた質
的研究（Flick，2007）が不可欠である。

以上のように，先行研究の成果及び課題を踏まえ，本研
究において明らかにするべき事項として，教員自身のどの
ような意識が教員の働き方と関連しているのかを明らかに
することとした。

2. 調査設計と分析結果

2.1  調査設計
本研究では，教員の働き方に関するどのような意識が働

き方改革と関連しているのかを明らかにするため，労働時
間の質的側面に着目する。近年，長時間労働を自発性の有
無，すなわち「非自発的／自発的」という分類で捉える考
え方が注目されている（たとえばBeckers，2004）。自発
性の有無により，長時間労働が健康やウェルビーイングへ
の影響は異なることが実証されている（Beckers，2008）。

自発的長時間労働の要因として，金銭や他者からの評価
等の外部的な事象に動機づけられる外発的モチベーショ
ン，もしくはその行動に付随した楽しみや満足に動機づけ
られる内発的モチベーション（たとえばMurray，1964）
がある。一方，非自発的長時間労働の要因として，仕事量
のプレッシャーや仕事量の多さ（Tucker et al., 2005 ; 鶴，
2010）や，「帰りにくい」という同調圧力（パーソル総合
研究所・中原，2017）が挙げられる。渡辺・山内（2017）
は，看護職の長時間労働の質的側面を検討している。本研
究では渡辺・山内（2017）の分類に基づき，教員の長時
間労働の質的側面を検討した。

本研究では，Ａ都道府県内にある公立Ｂ中学校の教員６
名を対象としたインタビューによる意識調査を行い，その
データを質的に分析することで，教員のどのような意識
が，教員の働き方と関連しているのかを検討する。質的分

析を選択するのは，その特徴として研究対象の有する具体
性や個別性を通して一般性や普遍性を追究する点，心理・
社会・文化的な文脈を考慮してデータを分析する点，そう
して現象に内在・潜在する意味を見い出して理論化する点
などの特徴から（大谷，2017），本研究においては質的分
析が適しているという判断からである。また，公立学校の
教員を対象としたのは，文部科学省が行う施策について，
組織的に一定の対応が形成されていると考えられるからで
ある。また，中学校の教員を対象としたのは，中学校は校
種別の時間外勤務時間が小学校・中学校・高等学校の中で
一番長く，深刻な長時間労働の原因と考えられる教員の意
識の傾向を観察できると考えたからである。ただし，小学
校や高等学校，特別支援学校等は教員の配置が中学校に比
べて多く，働き方への考え方が異なる部分もあるため（連
合総合生活開発研究所，2022），一定の限界も有するもの
と考える。

なお，本論文においては，各学校等で定められた勤務開
始時刻から勤務終了時刻までの所定の勤務時間以外の労働
を時間外勤務と以下表す。

データは，インタビュイーの反応やインタビュアーの関
心に応じて，十分な柔軟性をもたせることができるため

（徳田，2007），半構造化インタビューによってデータを収
集した。具体的なインタビューガイドは表1に示す[3]。

なお，A教員については，分析結果の例示のため，イン
タビューの逐語録の一部について目的を説明した上で，本
論文への転載への許諾を得た。

表 1  インタビューガイド
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証可能性を高めることにも役立つという点において優れた
分析方法である。SCATは，数値化できないデータからど
のようなテーマやストーリー，パターン，理論があるのか
を浮かび上がらせること（今福，2021）を目的とした本研
究にとって有効であると判断した。 

 
2.3  分析結果

A教員のSCATを用いたA教員へのインタビューの質的
データ分析結果の一部を，表2に例示する。

次に，得られた理論記述から共通する特性をカテゴリー
化し，カテゴリーをさらにグループカテゴリーとして整理
した。（表3）

2.2  分析方法
インタビュー調査後は，ICレコーダーの録音データから

逐語録を作成した。分析には，大谷（2008a，2008b，
2011）が開発した質的データ分析手法の SCAT（Steps 
for Coding and Theorization）を用いた。大谷によれば，
SCAT による分析の特徴は，①小規模な質的データ分析
にも有効である点，②分析の過程が四つのステップで明示
的に残る点，③分析の過程で意味の繋がりを持ったストー
リーラインが記述される点が挙げられている。②に挙げた
分析過程が明示化されることは，分析者自身が分析の妥当
性を確認する機会となり（Flick, 2006），省察可能性を高
めるだけでなく，分析者以外が分析の妥当性を確認し，反

表 2  A 教員へのインタビューの質的データ分析結果例
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間後にも，生徒がいるからその監督って意味でも必ず教員
をいなきゃいけないから，確実にそこには時間外勤務が発
生する。そもそも，それ以外の雑務，校務分掌だったりと
か教科の仕事に関しても，勤務時間内に終わらないからだ
ったりとかからです。」

と答えている。この内容から「［設定された勤務時間以
外にも教員が校内にいる前提で運営されている学校と教員
自身の学校にいなくてはならないという意識］」という理
論記述が見出された。学校は，生徒について保護者と［個
人情報のため直接やり取りせざるを得ない］（Ｆ教員）状
況であるなど，[勤務時間に対して終わらせられない膨大
な業務量]であり，［勤務時間外に行わざるを得ない］（A
教員）。だから，［勤務時間外が当然とされた業務へ疑念の
なさ］（Ｅ教員）が存在する。業務量が多く業務の遂行が
勤務時間外になっても，教員個人がやらなければいけない
意識をもち，時間外にも学校にいて業務に携わっているの
が≪常識≫とされ，仕方なく対応するという意識が示され
ている。

また，教員の業務の中心である学習指導に対しては日々
授業力向上が求められ，［教員自ら取り組み始めた理由に
より途中で中止しにくい授業資料づくりという負担］や

［教科に関する情報が更新されたことによる詳細な確認・
訂正作業］（D教員）という≪こだわり≫をもちながら不
断の努力を行う意識が示されている。

3.1.2  適切な労働時間の意識
適切な労働時間の意識として，14のテーマ・構成概念を

得，【教員自身の経験に基づいた自己実現の再認】と【見
えない業務の終わりと協働体制の前提】の２つのグループ
カテゴリーが生成された。以下に，【教員自身の経験に基
づいた自己実現の再認】について詳細を述べる。

【教員自身の経験に基づいた自己実現の再認】は，教師
自身の経験を判断の拠り所として自己実現を図ろうとする
意識であり，≪教師自身の経験≫・≪自己実現のための対
象≫の２つのカテゴリーより構成される。

例えば，C教員は児童生徒に対し熱心に対応する教員
や，教員の時間外勤務の意識のなさについて，

「やっぱり自分の行った努力で，子どもたちが喜ぶ顔を
してくれたり，あるいは充実感を持って日々生活を過ごし
ていたりする様子を見ると，おそらくそれが『やってよか
ったな』っていう成功体験に繋がって，『じゃあ，もっと…』
っていう形でどんどんそれが時間外勤務にいくのかなとイ
メージしています。」

「若い段階だとかだと，やっぱりそういうような意識は
強いのかなと思います。初任校のときとかには，勤務時間
っていうのもあんまり意識せず，自分のやりたいことにこ
だわってやった傾向もあります。」

「おそらく家庭をお持ちでない方だとそういう傾向が強

3. 考察と今後の課題

3.1  結果
本研究の目的は，教員自身のどのような意識が教員の働

き方と関連しているのかを明らかにすることである。
分析の結果，183のテーマ・構成概念を得，13のグルー

プカテゴリーが生成された。それぞれのテーマ・構成概念
とグループカテゴリーを具体的に示す。

3.1.1  時間外勤務の発生理由
時間外勤務の発生理由として，28のテーマ・構成概念を

得，【教員として対応が当然である意識】と【他者への配
慮】の２つのグループカテゴリーが生成された。以下に，

【教員として対応が当然である意識】について詳細を述べ
る。

【教員として対応が当然である意識】は，教員が業務を
遂行する中で，教員個人が対応が当然と判断している意識
であり，≪常識≫・≪こだわり≫の２つのカテゴリーより
構成される。

例えば，B教員は時間外勤務に発展する要因について，

「そもそも教員が時間外にいないと学校が回らないって
いうケースが存在するから。生徒はどうしても勤務時間前
にはいますし，そこには教員はいなきゃいけない。勤務時

表 3  最終的に生成されたグループカテゴリーとカテゴリー
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在価値を認めてもらいたい気持ち］（B教員）が存在し時
間外勤務をすることで自らの≪存在価値のアピール≫して
いる。また，［業務遂行の力量より労働に関する私的な条
件や時間的制約の優位性］（A教員）という≪学校運営上
の仕方なさ≫から，［出退勤時間の制約のなさと業務の割
振りの連関］（A教員）や［時間外勤務者に対しての高い
業務評価や高い使命感という印象］（B教員）へとつなが
る。

3.1.4  非自発的な時間外勤務への意識
非自発的な時間外勤務への意識として，59のテーマ・構

成概念を得，【他の教員への気遣いに伴う教員自身の役割
意識へのマイナス思考】と【時間外勤務を当然とした学校
風土】，【教育に携わる者としての理想の追求への強迫】，

【教員自身の強引さと職場の疎外感での回避】の４つのグ
ループカテゴリーが生成された。以下に，【他の教員への
気遣いに伴う教員自身の役割意識へのマイナス思考】につ
いて詳細を述べる。

【他の教員への気遣いに伴う教員自身の役割意識へのマ
イナス思考】は，職場の同僚への影響を考慮したり，教員
自身が学校組織への貢献度を不安視したりする意識であ
り，≪他の教員への影響の配慮≫・≪自分自身の有用感へ
の不安≫の２つのカテゴリーより構成される。

例えば，E教員は同僚より早く退勤することについて，

「これは申し訳なく思いますね。」
「例えば担任をしてるときとか，私が帰ったあとに保護

者から電話が来たときに，私宛に電話が来ても誰かが対応
してくださる。それから保護者に電話をするときもそうで
すよね。繋がらなかった場合，誰かに頼んで帰ったりする
ので，自分の仕事を誰かにさせてしまうのは申し訳ないな
と。今の学年は全員お父さんかお母さんなので，割と言い
やすいですけど。逆に相手の方の事情とかもわかるので，
そんな気にならないけど，前の学校は若い先生が多くて，
学年にお母さんは私しかいなかったので。だから，急に帰
るとか急に休むっていうのが，もう私しかいなくて，余計
気まずかった。」

と答えている。この内容から「［同僚より早い退勤への
意識］として，［心苦しい］気持ちがあるのは，［担任生
徒の保護者との連絡が生じた際の学年職員の対応への労
力への気遣い］のためである」という理論記述が見出さ
れた。教員は退勤することにより，［自らの担当業務が遂
行されていないことによる同僚への手間を取らせてしま
う思い］（C教員）や，［同僚が業務遂行に不都合だと推測
することによる抵抗感］（A教員）から≪他の教員への影
響の配慮≫として退勤しづらくなる。また，早い退勤に
より［業務を残っている教員で行うことによる業務量の
増加への懸念］だけでなく，［充実した教育活動を削減し
てしまうという成功体験からのマイナス意識］（C教員）

くないのかな。また家庭じゃない部分に熱を注ぐといいま
すか，その相手が子どもたち…っていうことなのかなって
思います。」

と答えている。この内容から「［教師個人が生徒を喜ば
せ満足感を得た成功経験と上昇志向を目指す意識］がある
ため，［減らせる時間外勤務量はほぼ０であるという］認
識へとつながる」という理論記述が見出された。特に，若
手の時は自分自身の［業務遂行の量や時間に対しての驚き
や感心］（D教員）があり，それが一つの成功した≪教師
自身の経験≫となって，以降の業務遂行時の判断の根拠と
なる。

また，時間外勤務の意識がない教員は，［自身の力を注
ぐ相手としての生徒］に対し，［自分のやりたいことを実
現するために勤務時間外に業務遂行してしまう意識の強
さ］（C教員）がある。教員自身の≪自己実現のための対
象≫として，児童生徒が存在している。特に若手教員は，
教職経験が浅いがゆえに自分の居場所づくりを兼ねる。注
力した対象が教員自身の成功体験となると，さらに良いも
のを求めることにより，労働時間の意識そのものがなくな
ることが示されている。

3.1.3  自発的な時間外勤務への意識
自発的な時間外勤務への意識として，62のテーマ・構成

概念を得，【自己有用感の獲得の代わりとしての時間外勤
務への仕方なさの受入れ】と【教えるプロとしての尊
厳】，【生徒への我が子のような愛情】の３つのグループカ
テゴリーが生成された。以下に，【自己有用感の獲得の代
わりとしての時間外勤務への仕方なさの受入れ】について
詳細を述べる。

【自己有用感の獲得の代わりとしての時間外勤務への仕
方なさの受入れ】は，自己有用感の獲得と引き換えに時間
外勤務を容認しようとする意識であり，≪存在価値のアピ
ール≫・≪学校運営上の仕方なさ≫の２つのカテゴリーよ
り構成される。

例えば，F教員は金銭や他者からの評価を目標にして自
発的に時間外勤務を行う教員について，

「頑張ってるって思ってほしいのかなって。自分は頑張
ってるんだっていうことを，こんなに仕事が多いんだって
いうことをわかってほしい。ちょっと…自分にばっかり集
中してるんじゃないかっていうことをわかってほしい。」

と答えている。この内容から「［他者からの評価］のた
めの時間外勤務する教員は，［自分自身の業務遂行量を認
めてもらいたい願望］や［自らへの業務分担量の偏りの主
張］が背景にある」という理論記述が見出された。学校教
育における教育活動の成果の多くは，特定の教員個人の成
果として明確には把握できないことから（例えば高谷，
2007），［懸命に業務遂行する姿により他者から自分の存
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3.2  全体考察
教員の働き方への意識として，【責任ある聖職としての

教職観】や【犠牲が伴った当事者意識】が存在する。ま
た，教員の時間外勤務の発生理由は，【教員として対応が
当然である意識】と【他者への配慮】からである。さら
に，適切な労働時間の意識として【教員自身の経験に基づ
いた自己実現の再認】や【見えない業務の終わりと協働体
制の前提】が存在する。

小田（2019）は教職の原理的困難性を，学校で生徒に教
えるということが本来的に持つ教職に内在する要因と，教
えることに関わって生ずる学校改革や保護者，社会からの
要請など外的要因に分けて分析している。教職に内在する
要因として，教員自身の【責任ある聖職としての教職観】
から【教員として対応が当然である意識】や【犠牲が伴っ
た当事者意識】が生まれる。また，学校現場の【見えない
業務の終わりと協働体制の前提】という困難があっても，

【教員自身の経験に基づいた自己実現の再認】を行う。ま
た，社会変化や社会からのまなざし等外的要因として，教
員は【他者への配慮】を行う。

また，自発的な時間外勤務への意識として，【自己有用
感の獲得の代わりとしての時間外勤務への仕方なさの受入
れ】や【教えるプロとしての尊厳】，【生徒への我が子のよ
うな愛情】が存在する。さらに，非自発的な時間外勤務へ
の意識として，【他の教員への気遣いに伴う教員自身の役
割意識へのマイナス思考】や【時間外勤務を当然とした学
校風土】，【教育に携わる者としての理想の追求への強
迫】，【教員自身の強引さと職場の疎外感での回避】が存在
する。久冨（2017）は，教員が困難を抱えながらも学校
組織が破綻せずにいるのは，教員文化が困難や多様な葛藤
と教員との間に介在することによって困難に付与される意
味が変わる「屈折作用」があるとし，小田（2019）はそ
の教員文化の構成要件について環境要因と個人要因の２つ
分けて分析している。今回の分析結果から教員文化の環境
要因として，【時間外勤務を当然とした学校風土】から

【他の教員への気遣いに伴う教員自身の役割意識へのマイ
ナス思考】になり，適切な労働時間の意識が薄れ，非自発
的な時間外勤務を行う。また，教員文化の個人要因とし
て，【教えるプロとしての尊厳】や【生徒への我が子のよ
うな愛情】を基に【自己有用感の獲得の代わりとしての時
間外勤務への仕方なさの受入れ】を行い，自発的な時間外
勤務を行う。場合によっては，【教員自身の強引さと職場
での疎外感の回避】や【教育に携わる者としての理想の追
求への強迫】から非自発的な時間外勤務も行う。

3.3  課題
第一に，本インタビューの調査対象は，中学校の教員経

験年数25年未満の教員のみである。ベテランとされる50
歳代の教員は研究対象校にいない。教員経験年数の多い教
員にインタビューすることで，ベテラン教員なりの働き方
への意識が把握できたと予想される。また，小学校や高等

や［勤務時間内に終えることができない生徒関連業務へ
の自責の念］（A教員）も存在する。それらは［自分自身
が不在であることによる役割を果たせていない意識と学
校が動いていることへの不安］（F教員）という学校組織
への≪自分自身の有用感への不安≫によるものである。

3.1.5  教員の働き方への意識
教員の働き方への意識として，20のテーマ・構成概念を

得，【責任ある聖職としての教職観】と【犠牲が伴った当
事者意識】の２つのグループカテゴリーが生成された。以
下に，【責任ある聖職としての教職観】について詳細を述
べる。

【責任ある聖職としての教職観】は，聖職とされてい
る教員がゆえの責任感を伴う意識であり，≪業務の曖昧
さ≫・≪常に教育者≫の２つのカテゴリーより構成され
る。

　例えば，F教員は教員の働き方について，

「勤務時間っていうのは決まっていて，その中でやれる
ことをきちっとやるのは大事だと思うんですけど，さっき
も言ったけど，なんか教員って時間で区切るの難しいと思
うんですよね実際問題。ただ学校でやる仕事はここまでっ
ていうふうにけりをつけることは大事で，そうしないとず
っと学校にいることになっちゃうので。でも，なんかふと
したその生活をする中で，こういうことは次こうやって話
すときに使えるかなとか，あと，学ぶっていうのかな。自
分が学ぶことによって，それが授業だったり生徒との関わ
りの中で必ず生きてくるので，仕事なのか生活なのかその
線引きは，私はすごい曖昧だなと思っていて，その生活そ
のものが，生き方とか生きざまとか生活とかそのものが授
業に反映されてくるものだと思うので，それはやっぱり生
徒たちっていうのは感じとると思うんですよね。だから働
いているのか生活してるのか。何か両方が入り乱れている
のが教員なのかなっていう気はします。何か学んでない人
は学んでないでしょうし，仕事だって割り切っちゃ割り切
ってるかもしんないですけど。なんか，生活そのものなの
かなっていう感じがします。」

と答えている。この内容から「［教師の働き方］は，［時
間や内容で教員の労働を区切ることの難しさと生活と仕事
の線引きの曖昧さという難しさとともに，生活において常
に学び続ける存在という教員の生き方］そのものである。」
という理論記述が見出された。教員は［多種多様な業務す
べてを一部署が行う総合職］であり（D教員），［仕事とプ
ライベートの隔壁がなくいつでも対応しなければならな
い］（A教員）。［不安定な要素が多く存在する人相手の仕
事］であり（B教員），≪業務の曖昧さ≫が存在する。ま
た，［教育者として教師自ら望まれる行動を示さなくては
ならない姿勢を貫く意識］をもち（C教員），≪常に教育
者≫でなければならない。
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